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１ . 1 7世 紀 、 フ ラ ン ス の デ カ ル ト を 祖 と し て オ ラ ン ダ や ド イ ツ と い っ た 大 陸 で 発 達 し 1

た 、 先 天 的 な 理 性 の 働 き を 重 視 す る 合 理 主 義 の 哲 学 。

２ . P E R S O N 疑 う こ と の で き な い 法 則 か ら 論 理 的 な 思 考 に よ り 真 理 に 到 達 し よ う と す 2

る 、 近 代 合 理 主 義 思 想 の 先 駆 と さ れ る フ ラ ン ス の 哲 学 者 ・ 数 学 者 で 、 科 学 と 宗 教 を 分

離 し た 合 理 論 の 祖 。

３ . B O O K デ カ ル ト の 主 著 。 自 分 の 学 問 研 究 の 方 法 論 を 述 べ た 「 入 門 書 。 3」

４ . デ カ ル ト の 懐 疑 論 の 特 徴 で 「 疑 い 得 な い 真 理 に 達 す る た め に 疑 う 」 と い う 積 極 4、

的 な 懐 疑 。

５ . W O R D デ カ ル ト が 、 全 て の 存 在 を 疑 っ た 結 果 、 そ の 疑 う 自 分 の 存 在 を 確 信 し た 言 5

葉 。 主 体 的 ・ 理 性 的 に 思 考 す る 自 我 を 出 発 点 と す る 「 哲 学 の 第 一 原 理 。 思 考 の 原 点」

を 、 神 で な く 自 我 で あ る と し た 点 で 画 期 的 。

６ . デ カ ル ト を 祖 と す る （ 大 陸 ） 合 理 論 哲 学 の 学 問 方 法 。 一 般 法 則 か ら 論 理 的 な 証 明 6

法 を 用 い て 全 て の 知 識 を 導 き 出 す 。

７ . デ カ ル ト が 説 く 、 演 繹 法 の 四 つ の 規 則 。 疑 い 得 な い も の だ け ・ 小 さ な 部 分 に 分 け 7

て 検 討 ・ 単 純 か ら 複 雑 へ の 順 序 立 て ・ 見 落 と し な し 。

８ . デ カ ル ト が 説 く 、 全 て の 人 に 公 平 に 配 分 さ れ た 生 得 的 な 理 性 。 正 し い 判 断 能 力 。 8

一 般 的 に は 「 健 全 な 常 識 」 の こ と 。

９ . デ カ ル ト が 説 く 、 自 由 意 志 に よ っ て 情 念 を 支 配 す る 気 高 い 精 神 。 自 由 意 志 は 精 神 9

（ 心 ） の 働 き 。 情 念 は 物 体 （ 肉 体 ） か ら 生 じ て 、 精 神 （ 心 ） に 与 え る 受 動 的 な 感 情

（ 驚 き ・ 愛 ・ 憎 し み ・ 欲 望 ・ 喜 び ・ 悲 し み 。）

1 0 . デ カ ル ト が 、 方 法 的 懐 疑 に よ っ て 自 我 （ 考 え る 私 ） と 肉 体 （ 感 覚 器 官 ） を 分 離 し 10

た 考 え 方 。

11 . デ カ ル ト の 物 心 二 元 論 で 、 空 間 的 広 が り を も つ 物 体 （ 肉 体 ） の 属 性 。 11

1 2 . デ カ ル ト の 物 心 二 元 論 で 、 疑 い 得 な い 実 体 と し て の 精 神 （ 心 ） の 属 性 。 12

1 3 . デ カ ル ト が 説 く 物 心 二 元 論 に よ っ て 完 成 し た と い え る 自 然 観 で 、 ガ リ レ イ が 明 ら 13

か に し た 落 体 の 法 則 の よ う に 「 ど の よ う に 起 き る か 」 を 重 視 す る 科 学 的 な 見 方 。、

目 的 論 や 神 の 意 志 と い っ た 見 方 を 否 定 。

1 4 . P E R S O N 1 7世 紀 、 オ ラ ン ダ の 合 理 論 哲 学 者 。 汎 神 論 （ 自 然 全 体 そ の も の を 神 と す 14

る ） を 主 張 し て 、 科 学 と 宗 教 の 統 一 を 試 み た 。

15 . B O O K ス ピ ノ ザ が 幾 何 学 的 に 、 神 の 存 在 や 人 間 精 神 を 論 証 し た 主 著 。 15

1 6 . P E R S O N 1 7・ 1 8世 紀 、 ド イ ツ の 合 理 論 哲 学 者 ・ 数 学 者 。 宇 宙 は 自 己 完 結 的 な 神 と 16

し て の 単 子 （ モ ナ ド ） か ら 導 き 出 さ れ た 事 物 の 総 和 で あ る と す る 単 子 （ モ ナ ド ） 論 を

主 張 し て 、 科 学 と 宗 教 の 統 一 を 試 み た 。

17 . B O O K ﾗ ｲ ﾌ ﾟ ﾆ ｯ ﾂが 、 世 界 を 構 成 す る 最 小 要 素 に つ い て 述 べ た 主 著 。 17

1 8 . ラ イ プ ニ ッ ツ が 「 世 界 の 秩 序 は 、 最 高 の モ ナ ド ＝ 神 が 、 他 の 無 数 の モ ナ ド を 調 18、

和 さ せ て 成 り 立 っ て い る 」 と 説 く 多 元 論 的 で 楽 観 的 な 世 界 観 。

1 9 . 1 9・ 2 0世 紀 、 米 国 で 生 ま れ た 実 践 重 視 の 行 動 主 義 哲 学 。 そ の 背 景 に は 、 西 部 開 拓 19

を 通 し て の 国 民 性 ＝ フ ロ ン テ ィ ア （ 開 拓 者 ） 精 神 が あ る 。

2 0 . P E R S O N 1 9・ 2 0世 紀 、 米 国 の 哲 学 者 ・ 論 理 学 者 「 全 て の 観 念 の 源 泉 は 行 動 （ ｷ ﾞ ﾘ 2 0。

ｼ ｱ語 の ﾌ ﾟ ﾗ ｸ ﾞ ﾏ 」 と 主 張 。 ﾌﾟ ﾗ ｸ ﾞ ﾏ ﾃ ｨ ｽ ﾞ ﾑの 祖 ・ 名 付 け 親 。）

21 . P E R S O N 1 9・ 2 0世 紀 、 米 国 の 哲 学 者 ・ 心 理 学 者 。 観 念 の 真 偽 を 行 動 で 検 討 し 「 真 21、

理 だ か ら 有 用 。 有 用 だ か ら 真 理 」 と 主 張 。 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム を 発 展 さ せ た 。

2 2 . B O O K ジ ェ ー ム ズ の 主 著 。 パ ー ス を 祖 と す る プ ラ グ マ テ ィ ズ ム を 一 般 大 衆 に 分 22

か り や す く 説 明 し て 、 そ の 浸 透 に 大 い に 「 有 用 」 だ っ た 書 。

23 . P E R S O N 1 9・ 2 0世 紀 、 米 国 の 哲 学 者 ・ 教 育 学 者 「 何 が 善 か よ り も 、 ど う し た ら 23。

善 が 実 現 さ れ る か が 大 切 」 と し て 、 問 題 解 決 の た め に 仮 説 を 立 て て 試 行 錯 誤 す る こ と

を 主 張 。 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム の 完 成 者 。

24 . B O O K ﾃ ﾞ ｭ ｰ ｲの 主 著 。 古 い 哲 学 を 批 判 し つ つ 、 ﾌﾟ ﾗ ｸ ﾞ ﾏ ﾃ ｨ ｽ ﾞ ﾑを 説 い た 。 24

2 5 . プ ラ グ マ テ ィ ズ ム の 完 成 者 デ ュ ー イ の 根 本 思 想 。 知 識 は 試 行 錯 誤 を 通 じ 25

て 改 善 さ れ る 道 具 で あ り 、 全 て の 理 論 は 問 題 解 決 の た め の 仮 説 。

26 . B O O K デ ュ ー イ の 主 著 の 一 つ 「 教 育 と は 過 去 の 価 値 の 伝 達 で な く 、 未 来 の 新 し 26。

い 価 値 の 創 造 」 と し て 、 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム （ 実 用 主 義 ） 的 な 教 育 思 想 を 主 張 。

T. Q .「 デ カ ル ト の 学 問 観 と は 、 ど う い う も の か ？ 」

T. A .

デ カ ル ト は 真 理 を 見 つ け る た め の 方 法 的 懐 疑 か ら 「 私 は 考 え る 、 ゆ え に 私 は あ る 」 と い う 結 論 に 達 し 、

自 我 が 哲 学 の 出 発 点 で あ る と し た 。 さ ら に 数 学 の 証 明 が モ デ ル の 演 繹 法 に よ る 事 実 の 導 き 方 を 考 え 出 し 、

精 神 と 物 体 と い う 二 つ の 実 体 か ら 世 界 が 成 り 立 っ て い る と 考 え る 物 心 二 元 論 を 主 張 し た 。 こ の よ う に デ

カ ル ト は 、 神 に と ら わ れ な い 新 し い 科 学 的 な 考 え 方 を 説 い た 。


